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第２次盛岡市地域づくり協働推進計画 
を策定しました 

 第２次計画は、令和８年度から令和12年度まで

の５年間を計画期間とし、「盛岡が盛岡らしく在

り続けるために、さまざまな主体が積極的にまち

づくりに参画する“市民協働”を推進します。」

を基本理念として掲げ、４つの方針に基づいて取

組を進めていくこととしています。  

 

 

 

 

  

 市は、これらの方針に

従い、「町内会・自治会等に依頼する業務の縮

減」や「専門知識を有するＮＰＯ法人等の派遣」

など、25の取組を進めます。 

 これまでの取組の成果と課題や、25の個別の取

組内容などを記載した計画を盛岡市公式ホーム

ページに掲載しています。ぜひご覧ください。 基本方針① 制度の充実と取組の強化 

基本方針② 拠点機能等の充実 

基本方針③ 職員の意識改革と能力開発 

基本方針④ 市民意識の醸成 

 市は、町内会・自治会等の地縁団体の活動を持続可能なものとするとと

もに、地域における様々な主体が積極的にまちづくりに参画する「市民協

働」を推進するため、令和８年３月に「第２次盛岡市地域づくり協働推進

計画」を策定しました。 

盛岡市公式ホームページ

での記事はこちら 

（広報ID：1034534 ） 

町内会の伴走支援を実施しました 
 NPOフォーラム21と市は、市の市民協働推進事業

補助金を活用し「町内会活動の持続性維持に向け

た伴走支援とハンドブックの作成」を協働で実施

しました。伴走支援を行った下ノ橋町町内会にお

ける事業の経過を紹介します。 

１．「継続か、休会か」 

 伴走支援は下ノ橋町町内会からの「役員の後

継者がいないので休会もやむなし」という相談

から始まりました。 

２.「必要な活動はどれか」 

 NPOフォーラム21と市が役員会に同席し「必要

な活動はどれか？」「なくなったらどんな影響

が出るか？」などを話し合いながら、これまで

の町内会活動や役員の仕事、組織について棚卸

しを行いました。また、その結果を『町内会だ

より（全戸配布）』で住民に周知しました。  

３.「住民の声を聞こう」 

 役員会で行った棚卸しを踏まえて、住民アン

ケートを実施しました。町内会の継続を希望す

る声が圧倒的多数であり、規模を縮小して町内

会活動を存続することにしました。 

４.「方向性が決まった」 

 役員会と住民アンケートの双方から、一番必要

な活動は「高齢者の見守り」であることが分かっ

たため、見守りを希望する人のニーズを取りまと

めました。また、組織の見直しを行い、町内会の

運営に参加する「専任役員」という下ノ橋町町内

会オリジナルの役割を設け、役員の交代を行いま

した。町内会では、今後、見守りに協力できる住

民と見守り希望者とのマッチングを行い、避難訓

練を実施予定です。 

・下ノ橋町町内会の感想 

 NPOフォーラム21の存在で大きかったのは「議

論の方向性を決めるアドバイス」と「全戸アン

ケート調査のつくり方」でした。議論は外向きに

なり、アンケートでは「○○なら手伝えます」と

回答してくださる方が思いのほか多く現れる結果

となりました。新しい町内会づくりの具体化に取

り組んでいきます。 

・NPOフォーラム21の感想 

 棚卸しすることで、自分たちの役割を確認でき

たことが大きかったです。取捨選択する決断が大

事ですね。 
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 簗川地区福祉推進協議会（藤澤 由蔵会長）

は、２月７日（土）、簗川老人福祉センター （川

目）及び旧川目小学校（川目）にて「やながわ氷

柱まつり」を開催しました。 

 氷柱製作の始まりは約50年前。旧川目小学校の

用務員が冬でも子どもたちが交流できるようにと

学校の敷地内から湧き出る地下水を利用して氷柱

を製作したことがきっかけでした。小学校が廃校

となり、製作が途絶えていましたが、平成30年度

に有志により復活し、令和２年度からは同会が思

いを受け継ぎ、「やながわ氷柱まつり」として実

施しています。 

 旧川目小学校の氷柱は12月末頃から地下水をか

けて少しずつ成長させたもので、今年は寒波の影

響もあり、例年よりも一段と迫力ある姿に育ちま

した。 

 簗川老人福祉センターでは雪の滑り台やイルミ

ネーションのほか、子どもたちの手によるランタ

ンも展示され、寒い冬の夜を優しく照らしていま

した。 

  

氷と灯りが照らす冬の夜 

簗川地区福祉推進協議会「やながわ氷柱まつり」 

▲旧川目小学校の氷柱 



令和７年度コミュニティリーダー研修会を開催しました！ 
 主催：盛岡市  

 共催：盛岡市町内会連合会、玉山地域自治会連絡協議会、“世界につながるまち盛岡”市民会議 

 １月 31日（土）、盛岡市中央公民館（愛宕

町）を会場に「令和７年度コミュニティリー

ダー研修会」を開催しました。町内会・自治会

の役員など50名が参加。当日は講演・情報交換

会を開催し、事例発表の部は１月23日（金）か

ら３月31日（火）まで市公式YouTubeにて動画配

信しました。 

 主な内容を紹介します。 

講演・情報交換会 

演題 「未来につなぐ町内会・自治会～持続可能な町内会・自治会運営のヒント」 

講師 Brillia
ブリリア

 City
シティ

 横浜磯子自治会 会長 田形
たがた

 勇輔
ゆうすけ

 氏 

プロフィール 

 上級BBQインストラクターという経歴を持ち、大規模マンションの街の自治会長に 

 30代で就任。独自のタウンマネジメント手法「自治会レボリューション」を考案し 

し、新しい時代にふさわしい町内会・自治会の姿を開拓している。 

【講演】 

■ 「自治会レボリューション」の手法 

・町内会・自治会は、金銭的報酬で縛られておらず、 

 強制力が働かない。 

→ 活動の優先順位は住民によってそれぞれ。 

・「コスト」、「報酬」、「愛着ＵＰ」という３つの 

 循環を重視することが大切。 

・地域住民の笑顔や感謝の声（＝「報酬」）が役員や 

 スタッフに届きにくい運営をしていると、時間や労 

 力が奪われるもの（＝「コスト」）という感覚が大 

 きくなり、役員の仕事に対する負担感・やらされ感 

 が強くなる。 

・活動に費やす「コスト」に対して「報酬」を受ける 

 と、地域住民の中に地域への「愛着」が芽生える。 

「コスト」 活動の準備に要する時間、汗、苦労 

「報酬」 
活動に参加した地域住民の笑顔、感謝

の声 

「愛着ＵＰ」 
報酬をうけて自分の住む街が好きにな

る 

 

■ 「自治会レボリューション」実践内容の紹介 

①感謝の声を届ける 

 イベント参加者に対してアンケート調査を実施し、

感謝の声などをメッセージ集にまとめて、役員やス

タッフに配布。 

②達成感を分かち合う場の設定 

 イベント実施後に、役員やスタッフが達成感を分か

ち合う場を設定。それぞれが感じる活動の楽しみ、や

りがい、大切にしたいこと、実現したい地域のすがた

などを共有することで、地域への親しみを深めた。 

→やりがいを感じながら楽しく活動している役員やス 

 タッフを見て、興味を持った地域住民がさらに活動 

 に参加してくれるようになった。 

◎実践の上でのポイント 

 町内会・自治会運営は、イベント実施などの成果ば

かりに注目しがちだが、それを続けると役員やスタッ

フには負担感・やらされ感が生まれてしまう。最初か

ら取りかかるべきことは、この地域でみんなと活動し

たいという気持ちを地域住民から引き出すこと。 

 

 

 

 

【情報交換会】 

  講演の中で次の２つのテーマについて、参加者同士で話し合いました。参加者から出た主な意見を紹介し 

 ます。 

 １ 共に活動する役員やスタッフにとって、喜びややりがいを感 

   じる瞬間はどのようなときだと思いますか？ 

  【参加者から出た主な意見】 

 

 

 

 

 

 ２ 共に活動する役員やスタッフに喜びややりがいを提供し、地域を好きになってもらうには、どのような 

   方法があると思いますか？ 

  【参加者から出た主な意見】 

    

・活動に参加することで顔見知りが増えたとき。 

・イベント参加者の笑顔を見たとき。 

・自分が住む地域に貢献できたという達成感を感じたとき。 

・活動の参加者から感謝の声をかけられたとき。 

・活動の参加者を対象にアンケートを実施し、寄せられた感謝の言葉を会報や総会資料で発信する。 

・イベントの企画段階から意見を出し合い、前年踏襲ではなく、自分たちでつくりあげていく過程を大 
 切にする。自分たちの考えが反映された企画は、達成感につながり、地域への思いが深まるのではな 
 いか。 

・イベント参加者から寄せられた感謝の声を、感謝状や手紙などの手元に残る形にして、活動に協力し 
 てくれた役員やスタッフに届ける。 

事例発表の部  動画配信期間１月23日（金）～３月31日（火） 

 市公式YouTubeにて、地域の特性を生かして実施した事業の成果や、市の取組を紹介するため、次の３団体の

事例発表の動画を配信しました。各団体の発表資料は市公式ホームページでご覧いただけます。 

① 松園地区自治協議会 

   

   
 「松園光のファンタジー」の開催や地区
内の安全マップの作成など、「総務広
報」、「環境安全」、「福祉教育」の分野
に分かれ、地域の魅力を発信する事業を各
種行っています。 

松園地区自治協議会の活動

② 盛岡駅前北通町内会  

   
 地区内の「要支援者支え合いマップ」の
作成や地域情報誌「まちかど」の発行、防
災・防犯活動など地域住民が協力しながら
多種多様な取組を行っています。 

                 
 

盛岡駅前北通町内会

駅前北通町内会の主な活動例

●「防災・防犯・交通安全」⑤

・桜城小学校連絡網メールシステムの活用
・防犯パトロールの実施
・公衆街路灯の新設と維持管理

公衆街路新設防犯パトロール

③ 盛岡市くらしの安全課 

   
 空き家対策の一環として町内会・自治会
等を対象に空き家の法律・制度の紹介だけ
でなく、相続に関する基礎知識などを含む
「出前講座」を開催しています。 

盛岡市出前講座の御紹介
～空き家のはなし～わが家の終活を考えよう！～

盛岡市市民部くらしの安全課

令和７年度 コミュニティリーダー研修
出前講座の内容

講師料 無料

時 間 平日の10時から15時まで（概ね１時間半程度）

※繁忙期の夏季は、時期を御相談ください

場 所 市内どこでも伺います！

（地域の集会所、高齢者施設、学校等）

※会場は、お申込みされる団体等で御用意ください

令和７年度コミュニティリーダー研修会に関する盛岡市公式ホームページでの記事はこちら（広報ID：1055767） 


